



































































































　1つのイベントで 100 組～ 200 組もの膨大な数のアーティスト
が出演し、期間中の一日だけにしても数十組のアーティストが出演
する。全てのステージを見るのは物理上不可能ではあるが、頑張れ
ば 10～ 12、3組は見ることが可能である。アーティストの単独ラ
イブに行くよりもチケット料金は 2～ 3倍ほど必要となるが、多く
のアーティストのライブを見たい人にとってはかなり割安なものと
なる。また、単独ライブでは進んで見に行かないようなアーティス
トでもフェスティバルならば見たいアーティストの合間に見に行こ
うと思うだろう。そこには新たな出会いが生じる。会場のあちこち
で様々なアーティストが絶えずライブをしている中で、特にお目当
てのアーティストがいなくても音楽が耳に入ってくる。そうした状
況や、漫然とステージを見ている中で「これは！」というような自
分の好みのアーティストと出会うことも少なくないはずだ。多くの
アーティストが出演するフェスティバルであるからこそ、ファンは
新たな音楽に興味を持ち、その対象を広げていくことができる。また、
その出会いに期待している。
　アーティスト側にとってもフェスティバルというのはビジネス的
に好機なのである。海外のアーティストにとって、来日しての単独
のライブでは会場の設営費や機材費などの経費もかかり、なかなか
難しい。しかしフェスティバルとなればそれらの経費を出演者の間
で分担でき、来日のハードルが下がるからだ。また、日本は米国に
続き、世界第 2位の音楽市場でありそこでの成功は海外のアーティ
ストにとっても大きなメリットとなる。その日本で行われ、さらに
は国際的な知名度も有しているフジ・ロック・フェスティバルやサ
マー・ソニックなどには、ギャラが低くても出演しようというアー
ティストも出てくる。このことからフェスティバルはアーティスト
側にとっても日本市場の足掛かりとして重要な機会であることがう
かがえる。
　さらに、まだ知名度の低い若手が出演し、そこでいい反応を得られ
れば、プロモーターも次回の単独ライブの開催につなげようと考える。
プロモーター側にとっても絶好のマーケティングの機会である。
　ファンが新たな音楽との出合いの場としてロック・フェスティバル
を選ぶことで、そこに冒頭で述べたアーティスト戦略というものが成
立する。ロック・フェスティバルがもたらした、このいかにもビジネ
ス的な関係性が日本のロック文化の裾野を広げているのである。
　今ではあたり前となり、どこのフェスティバルでもそういった進
行でスケジュールが組まれているが、フジ・ロック・フェスティバ
ルが開催されるまで複数のステージでのライブが並行して行われる
なんていうことはあり得なかったのである。　
　当然のように来場者は事前にタイムテーブルをじっくり見ながら
自分なりの満足できるプランを立て、自らその日のタイムスケジュー
ルを考えることになる。ロック・フェスティバルの楽しみ方は自分
自身で決めるのである。そこで人によってはお目当てのアーティス
トのどちらかを諦めなければならない状況に陥るかもしれない。自
分なりのタイムスケジュールを決めるということは音楽イベントに
対して受動的でしかありえなかった観客が能動的に参加するという
ことである。これはどういった意味をもつのであろうか。
　これまでの音楽イベントが受動的であったということはつまり、
一つのステージでタイムスケジュールが組まれ、そのイベント自体
のおもしろさというのは主催者側のブッキングにのみかかっていた
ということである。しかし現在では、来場者は自分自身でどのステー
ジを見るかを選択し、オリジナルのタイムスケジュールをつくる。
言ってみれば、ロック・フェスティバルを楽しむことができるかど
うかは来場者の選択によって変わってくるのである。いつものお気
に入りのアーティストを見に行くのも、大物アーティストを見に行
くのもいいだろう。しかし、新しい発見を求めてまだブレイクして
いないようなアーティストを見に行くのもフェスティバルの楽しみ
である。それはとりもなおさず、来場者＝ロック・ファンを鍛える
ことにつながる。その相互作用こそが文化であるのだと思う。
　今後ロック・フェスティバルはどのような展開を辿っていくこと
となるのだろうか。すでに夏場だけで 7月末から毎週のように開催
されており、大規模なロック・フェスティバルは、ほぼ飽和状態と言っ
てもいい。新参のロック・フェスティバルには、これまでになかっ
たような開催方式やラインアップ、開催時期も含めて、独自の色を
押し出していかないと定着していくのは難しいのではないだろうか。
今後、日本のロック・フェスティバル文化がより多層的な展開をみ
せていくためには、中・小規模でよりカテゴライズされたロック・フェ
スティバルの開催という道があるだろう。
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